




　新生児マス・スタリーニングて発見された 14 例および生後 10 ケ月て偶然発

見された 1 例、計 15 例のヒスチジン血症の身体並びに精神運動発達について

5～15 ケ月間、追跡を行つた。早期発見例 14 例中 12 例は、空腹時血中ヒスチ

ジン値が 8～12mg/dl で、L-ヒスチジン負テストの結果から、低ヒスチジンミ

ルクによる治療を行った。残りの 2例は、空腹時血中ヒスチジン値が 5～6mg/dl

で、負荷テストにおける異常が軽度てあったため、治療を行わずに経過を観察

した。また、生後 10 ケ月時に偶然発見された症例については.負荷テストの結

果から、低ヒスチジン食を開始した。各々の症例は、2 週間に 1 回 Guthrie 法

により血中ヒスチジンを測定し、3 ケ月に 1 回、血清アミノ酸分析、血液一般

検査、血清蛋白分画、および肝機能などの検査を行い、月に 1回、身体計測を

行った。


